
1/1

ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

支出額 512,138円
　平成28年7月20日に盛岡劇場メインホールで
遺族や市民244人参列のもと追悼式を行った。

【事業概要】

【事業費】

【事業費】

【事業担当課】

【進捗状況】

【実施内容】

【進捗状況】

【事業担当課】
（単位　　）

H27 H31 H36

【事業概要】

C

【実施内容】

【実施内容】 毎年７月に戦没者追悼式を実施する。

【進捗状況】

36.7 40.0 50.0

B

③戦没者追悼式開催事業

【事業概要】 先の戦争における戦没者に対し追悼の意を表
するとともに，恒久平和を願うため，戦没者追
悼式を実施する。

【事業費】 513千円

【事業担当課】 保健福祉部地域福祉課

市民（戦没者遺族を含
む）が追悼式に参加す
る

（単位　％）

H28 H31 H36
23.4 30.0 40.0

戦没者追悼式を実施
する

市民が戦没者に対し
想いを馳せることで，
平和の尊さが再確認さ
れる

【事業費】 74千円

【事業担当課】 総務部総務課

【事業担当課】 総務部総務課

【実施内容】 法定外負担金として，県内統一した取り扱いと
するため，岩手県市長会，町村会で協議して，
決定している補助金を盛岡人権擁護委員協議
会に対して支出

【進捗状況】 支出額 335千円（補助金）
　同協議会では，盛岡市をはじめとする広域８
市町からの補助により，人権啓発を進める上で
必要な経費を賄い，各種啓発活動を行った。

【事業費】 335千円

②盛岡人権擁護委員協議会補助金

【事業概要】 人権擁護委員法第６条の規定により，市が議
会の意見を聞いて推薦し，法務大臣が委嘱す
る国の非常勤特別職である人権擁護委員が組
織する盛岡人権擁護委員協議会（盛岡地方法
務局本局の管轄区域内（盛岡市，八幡平市，
岩手町，雫石町，葛巻町，滝沢市，紫波町，矢
巾町の８市町）の人権擁護委員で組織）の活
動に資するための補助金の支出

・中央公民館，都南図書館，渋民文化会館で
原爆写真パネル展を実施する。
・昭和60年に加入した日本非核宣言自治体協
議会（非核都市宣言を実施した自治体で構
成）に，分担金を支出する。

【実施内容】

【進捗状況】 支出額 14千円
　８月２日から16日まで中央公民館，都南図書
館，渋民文化会館で原爆写真パネル展を実施
した。
支出額 60千円
　日本非核宣言自治体協議会へ分担金を支
出した。

戦争や核兵器の悲惨
さを市民が認識する

総務課
小施策コード 7-1 小施策名 平和・人権啓発の推進

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 7 施策名 人権尊重・男女共同参画の推進 小施策
主管課名

①非核平和都市宣言事業

【事業概要】 　風化しつつある戦争の悲惨さ，核兵器の恐ろ
しさ，そして平和の尊さを次の世代に伝えるた
め，非核平和都市宣言（昭和59年9月27日）に
基づき啓発事業を実施する。

原爆写真パネル展に
市民が来場する

核兵器廃絶と恒久平
和実現への取組の輪
が市民に広がる

市民の「2度と戦争をし
てはならない」という意
識が醸成される

原爆写真パネル展を
実施する

平和の尊さが次世代
に引き継がれる

構成自治体間の協力
体制が築かれる

構成市町からの補助
金で盛岡人権擁護委
員協議会が実施する
人権啓発等の活動に
市民が参加する

盛岡人権擁護委員協
議会へ運営費補助金
を支出する

市民の人権に対する
理解が深まる

まちづくりアンケート調
査「人権擁護委員がい
ることを知っている」と
答えた市民の割合

日本非核宣言自治体
協議会へ分担金を支
出する

日本非核宣言自治体
協議会が，核兵器廃
絶と恒久平和実現の
ための事業を全国の
構成自治体からの分
担金により実施する

【対象】
市民・関係機関

【意図】
平和の尊さ，核兵器の
恐ろしさが理解され
る。人権擁護の精神
が培われる。
啓発活動が活発にな
る。

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位　％）

H28 H31 H36

市民からの人権に関
する相談件数が増え
る

人権相談により人権
侵害事件が解決し人
権侵害事件が減少す
る

まちづくりアンケート調
査「盛岡市が非核平
和都市宣言をしている
ことを知っている」と答
えた市民の割合
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